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１　現状と課題
中学校では1～3学年を通して、顕微鏡を用いて観察する場面がある。その中で、生徒自身が観察して見つけたものをお手本として提示すると学習効果も高いと思われる。しかし、市販されている専用の装置は高価であり、必ずしも学校にあるとは限らない。また、デジカメやタブレット端末などを顕微鏡に合わせて写真を撮る場合、ずれが生じやすく、視野を合わせるのが非常に難しい。また、顕微鏡自体も高価な物であり、一人一台確保できないことがあると、使い始めの1年生の初期段階で基本的な技能が定着しづらい場合がある。
より多くの生徒に顕微鏡の見え方や感覚を学ばせるためにも、より安価で効果的な顕微鏡の提示方法の検討が必要であると考えられる。
２　改善の方向性
(1)顕微鏡用のカメラやカメラと接眼レンズを合体させる市販の装置はとても高価である。そこで、デジカメやタブレット端末などを顕微鏡に合わせて写真を撮る場合の補助的な装置を考えていく。
(2)顕微鏡の基本的な実験技能の取得に関して、玩具としても販売されており比較的安価なライトスコープの活用について検討する。
３　具体的な取り組み
(1)①デジタルカメラで、顕微鏡写真を撮影する場合
○材料　
　・塩ビ管　直径4ｃｍのもの・ウレタンクッション　　　
　・ビニールテープ　　　　　
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○作り方、使い方
　１　塩ビ管の内側3箇所に
ビニールテープを重ねて
貼り付け、鏡筒に塩ビ管
をかぶせたときに、接眼
レンズがビニールテープのところで止まるように調節する。
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２　塩ビ管のぐらつきを抑え、
塩ビ管の中心に鏡筒が
セットされるようにする
ために、ビニールテープを
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貼ったほうの逆側にウレタンクッションをはめ込む。
３　ウレタンクッションを押さ
　　えながら鏡等に装着する。
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４　カメラが三箇所のビニー
ルテープで固定されるよ
うにさらにビニールテー
プを重ねて貼り付ける。
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5. カメラを取り付け、観察対象の撮影、提示に用
いる。
②スマートフォンで、顕微鏡写真を撮影する場合
スマートフォンやタブレット端末の場合、顕微鏡の視野とカメラが合う位置があり、それは接眼レンズから数cm離れたところである。また、少し角度の違いでずれが大きく生じてしまうため、次の様な装置を用いて視野の合う位置にスマートフォンやタブレット端末を固定し、常に視野とカメラが一致するような工夫をすると良い。
· 材料
ポリスチレンのボード(5mm)
· つくり方
ボードを重ねあわせる。
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· 接眼レンズと顕微鏡の視野が合う位置
を探してセットする。
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(2)ライトスコープの活用について
値段は、１台１０００円から２０００円程度６０～１２０倍まで変えられて簡単にピントを合わせられる。ボタンを押すと、ＬＥＤライトが点灯する。
【活用例】
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①カラー印刷されたもの
をのぞくと、３色のドット
が見える。
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②文字を見ると、逆さに見
える。視界の中央に文字
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を持ってくるには、動か
したい方向と逆に動かせ
ばいいことがわかる。
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③定規を先に見て、１ｍｍが
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どのくらいの大きさになる
か確かめると今見ているもの
の大きさがイメージできる。
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④気孔を見るには、最適である。
表裏を見比べて、すぐに細胞
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の比較もできる。そのまま観察
できるので何種類の葉でもすぐ
に見ることができる。
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⑤花粉を観察するときは、セロテ
ープで葯に触れ、それをライト
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スコープの下枠に貼ればすぐ
観察できる。
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⑦また、ホールスライドガラスに
砂糖水を垂らして、花粉を浸し
セロテープをカバーガラス替わ
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りにかけて、花粉管が伸びるの
を観察することもできる。
４　成果と課題
・顕微鏡にカメラやスマートフォンを取り付ける補助装置は１００円前後で作成することができた。どの学校にもあるデジタルカメラと併用することで、高価な市販の顕微鏡用カメラと同等の効果をあげることができた。ただし、顕微鏡のメーカーによって接眼レンズの直径が異なり、調節が必要であるため、別の種類の顕微鏡にすぐに対応することができない点が課題である。
・ライトスコープは比較的安価であり、生徒の人数分用意することで、一度に全員が観察することができるようになる。視野の調節の仕方や観察物の見える向き等を全員で確認しながら進めることができるうえ、順番待ちがなくなる分、スケッチに十分時間をとることができ、実験・観察の技能習得に効果的であると考えられる。
５　製品情報

・ライトスコープ

	メーカー
	レイメイ藤井

	製品型番
	RXT203N

	色
	グレー

	材質
	本体　ABS樹脂, レンズ,レンズカバー,　アクリル樹脂

	サイズ
	W60 × H92 × D30mm

	価格
	参考価格：￥2，160円

入手価格：￥1，051円（49％割引）


中学校理科　生物分野


「観察道具の工夫」


〈要旨〉


　顕微鏡等で観察した画像を保存したり、授業内でお手本としたりする場合、専用の装置を用いればカメラで撮影し簡単に保存や提示をすることができる。しかし、専用の装置は高価な場合が多く、必ずしも学校にあるわけではない。そこで、デジタルカメラやタブレット端末などのカメラを用いて、簡単に撮影する方法はないのか研究した。また、顕微鏡の使い始めである1年生の時期に顕微鏡を感覚的に使用する教材について検討した。


杉戸町立広島中学校　　　吉田　巧


草加市立川柳中学校　　　小俣　裕子


熊谷市立大麻生中学校　　小穴　泰寛














